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　今年一年の無病息災を願い、伊賀市平田の大山田農林業公社は恵
方巻を製造する。伊賀市、名張市のショッピングセンターなどで販
売する。

用
す
る
伊
賀
牛
は
、
従
来
よ

り
1
本
当
た
り
の
伊
賀
牛
の

量
を
約
10
グ
ラ
ム
増
量
し
、

厚
焼
き
玉
子
と
ニ
ン
ジ
ン
と

一
緒
に
巻
き
上
げ
て
い
る
。

大
山
田
寿
司
は
ニ
ン
ジ
ン
、

き
ゅ
う
り
、
シ
イ
タ
ケ
、
高

野
豆
腐
、
玉
子
、
大
葉
を
贅

沢
に
巻
き
上
げ
た
定
番
商

品
。
い
ず
れ
の
商
品
と
も
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
黒
米
の
2
種

類
の
酢
飯
で
巻
き
分
け
る
。

　

販
売
価
格
は
伊
賀
牛
肉
巻

き
は
1
本
６
０
０
円
（
税

込
）、
大
山
田
恵
方
巻
は
1

本
１
１
０
０
円
（
同
）。
販

売
期
間
は
1
月
31
日
か
ら
2

月
2
日
（
火
）
ま
で
。

　

同
市
平
田
の
ア
ニ
ー
ズ
内

「
さ
ん
さ
ん
マ
ー
ト
」
の
他
、

Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と
「
と
れ

た
て
市
ひ
ぞ
っ
こ
」（
同
市

　
み
な
さ
ん
ご
機
嫌
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
「
冬

の
大
三
角
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
午
後
8
時
頃
に
南
東
の
方

角
を
見
る
と
、
ひ
と
際
明
る

い
星
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
星
は
「
シ
リ

ウ
ス
」
と
い
う
星
で
、
地
球

か
ら
観
測
で
き
る
全
て
の
星

の
な
か
で
最
も
明
る
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
右
上
に
あ
る
オ
リ
オ

ン
座
の
一
部
で
赤
い
色
を
し

た
「
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
」
と
、

ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
の
左
に
あ
る

「
プ
ロ
キ
オ
ン
」
を
線
で
結

ぶ
と
「
冬
の
大
三
角
形
」
と

な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
天

体
観
測
で
見
つ
け
や
す
い
星

座
な
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に

も
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
宮
崎
駿
の
名

作
「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」

の
物
語
の
終
盤
で
、
日
没
後

平
野
西
町
）、
イ
オ
ン
伊
賀

上
野
店
（
同
市
上
野
茅
町
）、

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
上
野
店

（
同
市
四
十
九
町
）、
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
上
野
小
田
店
（
同

市
小
田
）、マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

佐
那
具
店
（
同
市
佐
那
具
）、

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
桔
梗
が
丘

東
店
（
名
張
市
桔
梗
が
丘
7

に
ガ
ン
シ
ッ
プ
で
飛
行
す
る

主
人
公
の
ナ
ウ
シ
カ
が
「
シ

リ
ウ
ス
に
向
か
っ
て
飛
べ
」

と
叫
ぶ
シ
ー
ン
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
場
面
の
時
間
帯
を
天

体
観
測
の
視
点
で
考
え
る

と
、
シ
リ
ウ
ス
が
地
平
線
付

近
で
観
測
で
き
る
の
は
11
月

ご
ろ
の
早
朝
か
ら
、
2
月
ご

ろ
の
日
没
後
あ
た
り
に
限
定

で
き
ま
す
。

　
物
語
で
は
こ
の
シ
ー
ン
の

▲恵方巻に思いを込める加工所のスタッフ＝伊賀市平田で

冬
の
大
三
角

　

恵
方
巻
は
節
分
に
、
そ
の

年
の
恵
方
を
向
い
て
無
言
で

丸
ご
と
一
本
を
食
べ
る
風

習
。
公
社
は
昨
年
は
製
造
を

休
止
し
て
い
た
が
、
2
年
ぶ

に
製
造
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

　

販
売
す
る
の
は
、
伊
賀
牛

肉
巻
き
と
大
山
田
恵
方
巻
の

二
種
類
。
伊
賀
牛
肉
巻
に
使

番
町
）、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

名
張
店
（
同
市
蔵
持
町
原

出
）、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
名

張
西
店
（
同
市
夏
見
）
で
販

売
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
大
山
田

農
林
業
公
社
（
０
５
９
５
・

47
・
０
１
５
１
）
へ
。

無病息災願う
伊賀牛を増量　大山田農林業公社の恵方巻

後
に
一
晩
中
オ
ー
ム
た
ち
が

大
暴
れ
す
る
の
で
、
そ
の
時

間
を
踏
ま
え
る
と
、
個
人
的

に
は
2
月
ご
ろ
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
登
場
人

物
の
服
装
が
半
袖
で
あ
る
こ

と
な
ど
説
明
が
つ
か
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
天
体
観
測
の
視

点
で
、
作
品
の
見
方
が
よ
り

深
め
ら
れ
る
と
こ
は
楽
し
い

で
す
ね
。（
文
・
写
真
　
川

島
潤
）

　

大
山
田
農
林
業
公
社
は
、

伊
賀
産
の
黒
豆
と
餅
粉
を
使

用
し
た「
や
わ
ら
か
豆
大
福
」

の
販
売
を
開
始
し
た
。
1

パ
ッ
ク
3
個
入
り
で
、
税
込

み
３
４
０
円
で
、
Ｊ
Ａ
い
が

ふ
る
さ
と
「
と
れ
た
て
市
ひ

ぞ
っ
こ
」
な
ど

で
販
売
し
て
い

る
。

　

豆
大
福
に

使
用
す
る
豆

は
、
高
級
黒

豆
の
「
丹
波

黒
」
と
い
う
品
種
を
使
用
し

て
い
る
。
も
っ
ち
り
と
し
て

口
当
た
り
の
良
い
食
感
が
特

徴
だ
。
ま
た
、
餅
粉
は
伊
賀

産
の
も
の
を
自
社
で
製
粉
し

た
。

　

同
公
社
の
農
産
物
加
工
所

主
任
の
真
藤
た
か
子
さ
ん
は

「
黒
豆
の
特
徴
を
最
大
限
に

生
か
す
た
め
、
餡
は
す
っ
き

り
と
し
た
甘
さ
に
仕
上
げ
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
る
。　

▲丹波の黒豆を使用した
豆大福

や
わ
ら
か
豆
大
福

　
　
好
評
販
売
中



商
品
名

大
山
田
農
林
業
公
社
発
売
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

獣
害
被
害
防
止
用

フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ト

「
し
し
お
っ
た
ま
げ
！
」

収
穫
を
間
近
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
ら
、
「朝
起
き
て
ビ
ッ
ク
リ
！
」田
畑
に
イ
ノ
シ
シ
が
入
込
み
農
作
物
を
食
い
荒
ら
さ
れ
、
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
「も
う
二
度
と
田
畑

は
作
ら
な
い
」
と
実
際
に
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
話
し
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ま
た
、
生
態
系
の
変
化
か
ら
か
、
住
宅
街
や
学
校
の
通
学
路
と
以
前
で
は
考
え
ら
れ

な
い
身
近
な
所
に
ま
で
出
没
し
通
行
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
る
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス
で
取
上
げ
ら
れ
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
実
際
に
農
作
物
の
被
害
に
遭
わ
れ
、
「困
っ
て
い
る
方
の
手
助
け
に
な
る
な
ら
」と
考
案
し
獣
害
被
害
防
止
ラ
イ
ト
「
し
し
お
っ
た
ま
げ
！
」
を
独
自
に
開
発

し
販
売
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
半
年
間
の
※

ヶ
所
で
実
証
テ
ス
ト
を
行
っ
た
結
果
、
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
を
大
幅
に
防
ぐ
信
頼
出
来
る
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

獣
害
に
お
困
り
の
方
は
是
非
、
こ
の
機
会
に
お
買
求
め
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
実
証
テ
ス
ト
時
の
結
果
で
あ
り
、
長
期
間
の
使
用
で
は
馴
れ
に
よ
り
警
戒
心
が
薄
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
ラ
イ
ト
の
設
置
場
所
や
高
さ
を
変
更
す
る
事

で
効
果
が
増
し
ま
す
。
又
、
獣
害
防
止
フ
ェ
ン
ス
や
電
気
柵
と
の
併
用
で
よ
り
効
果
的
に
な
り
ま
す
。

通
常
価
格
：

円
（税
込
）

発
売
記
念
価
格
：

円円
（（税税
込込
））

問
合
先
：一
般
社
団
法
人
大
山
田
農
林
業
公
社

ササ
イイ
ズズ

221100
㎜㎜

××5511
φφ

 
重重
量量
：：

111133
ｇｇ

 
アア
ルル
カカ
リリ
単単
一一
電電
池池

22
本本
（（

33
ヶヶ
月月
使使
用用
可可
能能
））

 
夜夜
間間
セセ
ンン
ササ
ーー
付付
きき

 
毎毎
分分

7700
回回
点点
滅滅

××44
球球

 

～
田
畑
も
山
も
守
り
ま
す
～

イ
ノ
シ
シ
が
寄
り
付
か
な
い
！

申
込
受
付
期
間
：
～
2月

19日
（
金
）
ま
で
　
商
品
お
渡
し
日
：
2月

22日
（
月
）
～

「
し
し
お
っ
た
ま
げ
」
は
、
鳥
羽
磯
部
漁
業
協
同
組
合
が
企
画
・
開
発
し
た
商
品
で
す
。
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